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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報源から供給される音楽データを無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設
けられる音楽データ送信装置であって、
　前記情報源から供給される音楽データは、ＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する独
立した２つのチャネルデータから構成されたステレオ形式のデータであり、
　前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正するための第１の符号化を施し、符号化
データを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段と、
　受信側に設けられる音楽データ再生装置に対して、前記符号化データを無線で送信する
第１の送信部と、
　該第１の送信部により送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽データ再生装置か
ら送信される再送要求信号を受信したとき、前記音楽データを構成するデータの内、再送
を要求されたデータの符号化データが前記第１の送信部から再送されるように制御を行う
第１の制御部と、
　前記音楽データ再生装置での再生時におけるＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する
音の強度を、前記音楽データに基づいて検出するレベル検出部と、
　を備え、
　前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデータを構成する一部のデータを省き、残
余の部分に関わるデータのみが再送されるように前記制御を行うとともに、前記音の強度
に基づいて前記２つのチャネルデータの内の一方のチャネルデータを前記一部のデータと
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して定める
　ことを特徴とする音楽データ送信装置。
【請求項２】
　情報源から供給される音楽データを無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設
けられる音楽データ送信装置であって、前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正す
るための第１の符号化を施し、符号化データを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段
と、受信側に設けられる音楽データ再生装置に対して、前記符号化データを無線で送信す
る第１の送信部と、該第１の送信部により送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽
データ再生装置から送信される再送要求信号を受信したとき、前記音楽データを構成する
データの内、再送を要求されたデータの符号化データが前記第１の送信部から再送される
ように制御を行う第１の制御部とを備え、前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデ
ータを構成する一部のデータを省き、残余の部分に関わるデータのみが再送されるように
前記制御を行う音楽データ送信装置から送信されるデータを受信する受信部と、
　前記音楽データ送信装置に対して、データの再送を求める再送要求信号を送信する第２
の送信部と、
　前記受信部により受信されたデータの受信誤りを、前記第１の符号化に基づき検出して
訂正処理を施す第１の誤り訂正・検出手段と、
　前記受信部により受信されたデータの受信状態に応じて、前記再送要求信号が送信され
るように前記第２の送信部を制御する第２の制御部とを備えた音楽データ再生装置におい
て、
　前記情報源から供給される音楽データは、ＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する独
立した２つのチャネルデータから構成されたステレオ形式のデータであり、
　当該音楽データ再生装置は、更に
　前記再送要求信号に応じて再送されたデータが何れのチャネルデータから構成されてい
るかを検出するチャネル検出手段と、
　再生時におけるＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する音の強度を前記受信部が受信
したデータに基づき検出して記憶するとともに、データの再送時において一方のチャネル
データのみが再送されていることを前記チャネル検出手段が検出したとき、前記一方のチ
ャネルデータ及び前記音の強度の記憶内容に基づいて、再送されていない他方のチャネル
データを生成するレベル補正部と
を備えたことを特徴とする音楽データ再生装置。
【請求項３】
　情報源から供給される音楽データを無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設
けられる音楽データ送信装置であって、前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正す
るための第１の符号化を施し、符号化データを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段
と、受信側に設けられる音楽データ再生装置に対して、前記符号化データを無線で送信す
る第１の送信部と、該第１の送信部により送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽
データ再生装置から送信される再送要求信号を受信したとき、前記音楽データを構成する
データの内、再送を要求されたデータの符号化データが前記第１の送信部から再送される
ように制御を行う第１の制御部とを備え、前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデ
ータを構成する一部のデータを省き、残余の部分に関わるデータのみが再送されるように
前記制御を行う音楽データ送信装置から送信されるデータを受信する受信部と、
　前記音楽データ送信装置に対して、データの再送を求める再送要求信号を送信する第２
の送信部と、
　前記受信部により受信されたデータの受信誤りを、前記第１の符号化に基づき検出して
訂正処理を施す第１の誤り訂正・検出手段と、
　前記受信部により受信されたデータの受信状態に応じて、前記再送要求信号が送信され
るように前記第２の送信部を制御する第２の制御部とを備えた音楽データ再生装置におい
て、
　前記情報源から供給される音楽データは、ＬチャネルのデータとＲチャネルのデータと



(3) JP 4265781 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

の和成分である前方チャネルデータと、ＬチャネルのデータとＲチャネルのデータとの差
成分である横チャネルデータとの２つのチャネルデータから構成されたジョイント・ステ
レオ形式のデータであり、
　当該音楽データ再生装置は、更に
　前記再送要求信号に応じて再送されたデータが何れのチャネルデータから構成されてい
るかを検出するチャネル検出手段と、
ｖ再生時におけるＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する音の強度を前記受信部が受信
したデータに基づき検出して記憶するとともに、データの再送時において前方チャネルデ
ータのみが再送されていることを前記チャネル検出手段が検出したとき、再送された前記
前方チャネルデータ及び前記音の強度の記憶内容に基づいて、ＬチャネルとＲチャネルの
夫々のデータを生成するレベル補正部と
を備えたことを特徴とする音楽データ再生装置。
【請求項４】
　前記受信状態とは、受信誤り率または受信誤りの前記第１の誤り訂正・検出手段による
訂正結果である
ことを特徴とする請求項２または請求項３に記載の音楽データ再生装置。
【請求項５】
　情報源から供給される音楽データを無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設
けられる音楽データ送信装置であって、前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正す
るための第１の符号化を施し、符号化データを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段
と、受信側に設けられる音楽データ再生装置に対して、前記符号化データを無線で送信す
る第１の送信部と、該第１の送信部により送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽
データ再生装置から送信される再送要求信号を受信したとき、前記音楽データを構成する
データの内、再送を要求されたデータの符号化データが前記第１の送信部から再送される
ように制御を行う第１の制御部とを備え、前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデ
ータを構成する一部のデータを省き、残余の部分に関わるデータのみが再送されるように
前記制御を行う音楽データ送信装置と、
　請求項２～請求項４の何れかに記載の音楽データ再生装置とを備えた
ことを特徴とする音楽データ通信システム。
【請求項６】
　前記音楽データ送信装置は、前記再送要求信号に応じて再送するデータに、前記第１の
符号化とは別の、誤りを検出して訂正するための第２の符号化を施す第２の誤り訂正・検
出符号化手段を更に備え、
　前記音楽データ再生装置は、前記受信部により受信されたデータの受信誤りを、前記第
２の符号化に基づき検出して訂正処理を施す第２の誤り訂正・検出手段を更に備えた
ことを特徴とする請求項５に音楽データ通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル音楽データを無線伝送する音楽データ通信システムに関し、また、
その音楽データ通信システムの送信側に備えられる音楽データ送信装置及び受信側に備え
られる音楽データ再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、数十ｍ程度までの伝送距離の近距離無線伝送システムが各種開発されており、こ
のような無線伝送システムを使用して、家庭内などでデジタル音楽データを無線伝送させ
ることが提案され、実用化されつつある。
【０００３】
　図２は、デジタル音楽データを無線伝送させる従来の音楽データ通信システムの構成を
示した図である。図２における音楽データ通信システムは、音楽データ送信装置（音源側
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装置）２５と音楽データ再生装置（再生側装置）３５とから構成されている。音楽データ
送信装置２５内には、デジタル音楽信号が出力されるオーディオ信号源２６が用意されて
いる。オーディオ信号源２６としては、例えばＭＤ（ミニディスク）などのデジタル音楽
データ記録媒体の再生装置や、デジタル放送を受信するチューナ等がある。
【０００４】
　オーディオ信号源２６から出力されたデジタル音楽信号は、圧縮回路２７に供給され、
無線伝送用に圧縮符号化された音楽データとなる。圧縮符号化された音楽データは、デー
タバッファ２８に蓄積され、誤り訂正・検出符号化部３０により誤り訂正・検出符号化（
通常、パリティ付加）された後、送信部３１に供給される。送信部３１に供給されたデー
タは、送信部３１で送信用の変調処理や送信周波数への周波数変換などが行われた後、ス
イッチ３３を介してアンテナ３４から無線送信される。
【０００５】
　音楽データ送信装置２５からの無線信号をアンテナ３６が受信すると、その受信信号は
スイッチ３７を介して受信部３８に与えられる。受信部３８では、所定の周波数の信号を
中間周波信号（又はベースバンド信号）に周波数変換し、その周波数変換された信号の復
調処理を行う。復調された受信信号は、一度データバッファ３９に格納された後、受信誤
り訂正・検出部４０で誤り検出及び訂正が行われる。
【０００６】
　ここで、受信誤りが多く完全に訂正できない時、制御部４２が、送信部４６及びスイッ
チ３７を制御することにより、同内容の信号を再度送信（再送）するように求める信号が
音楽データ送信装置２５に送信される。この再送を求める信号は受信部３２を介して制御
部２９に伝えられ、音楽データ送信装置２５は、この要求に応じて同内容の信号を再送す
る。このような再送動作は、完全に誤りが訂正できる状態になるまで繰り返される。
【０００７】
　完全に訂正できたデータは、伸長部４１に供給され、送信時に圧縮符号化されたデータ
を元のデータに伸長させる復号化が行われる。この復号化により、圧縮符号化がなされる
前の、一定のサンプリング周波数にてサンプリングされたデジタル音楽データが得られる
。そのデジタル音楽データはＤ／Ａ変換回路４３にてアナログ音楽信号に変換され、オー
ディオ回路４４に供給される。オーディオ回路４４は、Ｄ／Ａ変換回路４３から供給を受
けた音楽信号の増幅等を行い、左右２つのチャネルのスピーカ４５Ｌ及び４５Ｒを駆動し
て、スピーカ４５Ｌ及び４５Ｒから音楽を出力させる。
【０００８】
　また、下記特許文献１には、ブルートゥース（Bluetooth ）を利用して通話処理手続を
行う場合の通信方法において、通信開始時におけるパケットタイプの設定をＨＶ３に設定
し、通信中は単位時間あたりに発生する伝送誤り頻度を検出し、検出された前記伝送誤り
頻度を示す値が所定のしきい値を超えたときに前記パケットタイプをＨＶ２もしくはＨＶ
１に変更して以後の通信を継続させるように処理することを特徴とするブルートゥースを
利用した通信方法が開示されている。
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－２９０４１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図２における音楽データ通信システムにおいては、受信誤りが多くて受信誤り訂正・検
出部４０で完全に誤りを訂正できないとき、上述したように完全に誤りが訂正できる状態
になるまで、上記再送動作が繰り返される。従って、受信状態が改善されない場合は、受
信側のデータバッファ３９に蓄積される圧縮データ（圧縮符号化されたデータ）がなくな
ってアンダーフローとなり、伸長部４１にて伸長して出力される音楽信号が途絶えて、ス
ピーカ４５Ｌ及び４５Ｒからの音声の出力が途切れてしまう（音途切れが発生する）とい
う問題があった。
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【００１１】
　また、上記再送動作が繰り返されることにより再送回数が増加すると、音楽データ送信
装置２５及び音楽データ再生装置３５の夫々の消費電力が増加し、特に音楽データ再生装
置３５が電池等を電力として駆動している場合には、電池容量低下による装置の受信能力
低下を引き起してしまうという問題があった。
【００１２】
　また、上記特許文献１に記載の従来構成例をオーディオ装置に適用しても、音途切れの
抑制や消費電力の増大の抑制は十分とはいえない。
【００１３】
　本発明は、上記の点に鑑み、再生側装置におけるデータのアンダーフローに起因した音
途切れの発生を抑制する音楽データ通信システム、並びにこの音楽データ通信システムを
構成する音楽データ送信装置及び音楽データ再生装置を提供することを目的とする。また
、データの再送に係る消費電力の増加を抑制する音楽データ通信システム、並びにこの音
楽データ通信システムを構成する音楽データ送信装置及び音楽データ再生装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために本発明に係る音楽データ送信装置は、情報源から供給される
音楽データを無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設けられる音楽データ送信
装置であって、前記情報源から供給される音楽データは、ＬチャネルとＲチャネルの夫々
に対応する独立した２つのチャネルデータから構成されたステレオ形式のデータであり、
前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正するための第１の符号化を施し、符号化デ
ータを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段と、受信側に設けられる音楽データ再生
装置に対して、前記符号化データを無線で送信する第１の送信部と、該第１の送信部によ
り送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽データ再生装置から送信される再送要求
信号を受信したとき、前記音楽データを構成するデータの内、再送を要求されたデータの
符号化データが前記第１の送信部から再送されるように制御を行う第１の制御部と、前記
音楽データ再生装置での再生時におけるＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する音の強
度を、前記音楽データに基づいて検出するレベル検出部と、を備え、前記第１の制御部は
、前記再送を要求されたデータを構成する一部のデータを省き、残余の部分に関わるデー
タのみが再送されるように前記制御を行うとともに、前記音の強度に基づいて前記２つの
チャネルデータの内の一方のチャネルデータを前記一部のデータとして定める。
【００１５】
　上記音楽データ送信装置は、データの再送時において、再送要求のあったデータを構成
する一部のデータを省いて再送せず、その一部のデータを省いた残りの部分に関わるデー
タのみを再送する。これにより、再送するデータのサイズが縮小され、再送要求に応じた
動作を高速に完了することができるため、再送頻度が向上する（単位時間当たりの最大の
再送回数が増大する）。この結果、音楽データ再生装置側でデータのアンダーフローの発
生が抑制され、ひいては音途切れが発生しにくくなる。
【００１６】
　また、再送要求に応じた動作が高速に完了すると、音楽データ送信装置から音楽データ
再生装置に対して無線伝送される信号に、誤り（エラー）が混入する確率が減少するため
、これによってもアンダーフローは発生しにくくなる。また、再送要求に応じた動作が高
速に完了すると、単位時間内で行える再送回数が増加する。この結果、単位時間当たりの
、誤りを完全に訂正することができる機会が増加するため、これによってもアンダーフロ
ーは発生しにくくなる。
【００１７】
　更にまた、再送要求に応じた動作が高速に完了するので、音楽データ送信装置及び音楽
データ再生装置の夫々の再送に係る消費電力が低減される。
【００２６】
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　また、本発明に係る第１の音楽データ再生装置は、情報源から供給される音楽データを
無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設けられる音楽データ送信装置であって
、前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正するための第１の符号化を施し、符号化
データを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段と、受信側に設けられる音楽データ再
生装置に対して、前記符号化データを無線で送信する第１の送信部と、該第１の送信部に
より送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽データ再生装置から送信される再送要
求信号を受信したとき、前記音楽データを構成するデータの内、再送を要求されたデータ
の符号化データが前記第１の送信部から再送されるように制御を行う第１の制御部とを備
え、前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデータを構成する一部のデータを省き、
残余の部分に関わるデータのみが再送されるように前記制御を行う音楽データ送信装置か
ら送信されるデータを受信する受信部と、前記音楽データ送信装置に対して、データの再
送を求める再送要求信号を送信する第２の送信部と、前記受信部により受信されたデータ
の受信誤りを、前記第１の符号化に基づき検出して訂正処理を施す第１の誤り訂正・検出
手段と、前記受信部により受信されたデータの受信状態に応じて、前記再送要求信号が送
信されるように前記第２の送信部を制御する第２の制御部とを備えた音楽データ再生装置
において、前記情報源から供給される音楽データは、ＬチャネルとＲチャネルの夫々に対
応する独立した２つのチャネルデータから構成されたステレオ形式のデータであり、当該
音楽データ再生装置は、更に前記再送要求信号に応じて再送されたデータが何れのチャネ
ルデータから構成されているかを検出するチャネル検出手段と、再生時におけるＬチャネ
ルとＲチャネルの夫々に対応する音の強度を前記受信部が受信したデータに基づき検出し
て記憶するとともに、データの再送時において一方のチャネルデータのみが再送されてい
ることを前記チャネル検出手段が検出したとき、前記一方のチャネルデータ及び前記音の
強度の記憶内容に基づいて、再送されていない他方のチャネルデータを生成するレベル補
正部とを備えている。
【００２７】
　データの再送時において、上記音楽データ再生装置には「一部のデータ」が再送されな
いことになるが、再送された前記一方のチャネルデータ及び前記音の強度の記憶内容に基
づいて、再送されていない他方のチャネルデータが生成されるので、前記「一部のデータ
」を省いたことによる聴覚への影響（聴く者にとっての不自然さ）を小さく抑えることが
できる。
【００２８】
　また、本発明に係る第２の音楽データ再生装置は、情報源から供給される音楽データを
無線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設けられる音楽データ送信装置であって
、前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正するための第１の符号化を施し、符号化
データを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段と、受信側に設けられる音楽データ再
生装置に対して、前記符号化データを無線で送信する第１の送信部と、該第１の送信部に
より送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽データ再生装置から送信される再送要
求信号を受信したとき、前記音楽データを構成するデータの内、再送を要求されたデータ
の符号化データが前記第１の送信部から再送されるように制御を行う第１の制御部とを備
え、前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデータを構成する一部のデータを省き、
残余の部分に関わるデータのみが再送されるように前記制御を行う音楽データ送信装置か
ら送信されるデータを受信する受信部と、前記音楽データ送信装置に対して、データの再
送を求める再送要求信号を送信する第２の送信部と、前記受信部により受信されたデータ
の受信誤りを、前記第１の符号化に基づき検出して訂正処理を施す第１の誤り訂正・検出
手段と、前記受信部により受信されたデータの受信状態に応じて、前記再送要求信号が送
信されるように前記第２の送信部を制御する第 ２の制御部とを備えた音楽データ再生装
置において、前記情報源から供給される音楽データは、ＬチャネルのデータとＲチャネル
のデータとの和成分である前方 チャネルデータと、ＬチャネルのデータとＲチャネルの
データとの差成分である横チャネルデータとの２つのチャネルデータから構成されたジョ
イント・ステレオ形式のデータであり、当該音楽データ再生装置は、更に前記再送要求信
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号に応じて再送されたデータが何れのチャネルデータから構成されているかを検出するチ
ャネル検出手段と、再生時におけるＬチャネルとＲチャネルの夫々に対応する音の強度を
前記受信部が受信したデータに基づき検出して記憶するとともに、データの再送時におい
て前方チャネルデータのみが再送されていることを前記チャネル検出手段が検出したとき
、再送された前記前方チャネルデータ及び前記音の強度の記憶内容に基づいて、Ｌチャネ
ルとＲチャネルの夫々のデータを生成するレベル補正部とを備えている。
【００２９】
　データの再送時において、上記音楽データ再生装置には「一部のデータ」が再送されな
いことになるが、再送された前記前方チャネルデータ及び前記音の強度の記憶内容に基づ
いて、ＬチャネルとＲチャネルの夫々のデータが生成されるので、前記「一部のデータ」
を省いたことによる聴覚への影響（聴く者にとっての不自然さ）を小さく抑えることがで
きる。この聴覚への影響の抑制効果は、特にＬチャネルのデータとＲチャネルのデータと
の共通成分が多い場合に顕著である。
【００３０】
　また、例えば、前記受信状態とは、受信誤り率または受信誤りの前記第１の誤り訂正・
検出手段による訂正結果である。
【００３１】
　また、本発明に係る音楽データ通信システムは、情報源から供給される音楽データを無
線伝送する音楽データ通信システムの送信側に設けられる音楽データ送信装置であって、
前記音楽データに対して、誤りを検出して訂正するための第１の符号化を施し、符号化デ
ータを生成する第１の誤り訂正・検出符号化手段と、受信側に設けられる音楽データ再生
装置に対して、前記符号化データを無線で送信する第１の送信部と、該第１の送信部によ
り送信されたデータの受信状態に応じて前記音楽データ再生装置から送信される再送要求
信号を受信したとき、前記音楽データを構成するデータの内、再送を要求されたデータの
符号化データが前記第１の送信部から再送されるように制御を行う第１の制御部とを備え
、前記第１の制御部は、前記再送を要求されたデータを構成する一部のデータを省き、残
余の部分に関わるデータのみが再送されるように前記制御を行う音楽データ送信装置と、
上記第１の音楽データ再生装置または上記第２の音楽データ再生装置とを備えている。
【００３２】
　　また、上記音楽データ通信システムにおいて、前記音楽データ送信装置は、前記再送
要求信号に応じて再送するデータに、前記第１の符号化とは別の、誤りを検出して訂正す
るための第２の符号化を施す第２の誤り訂正・検出符号化手段を更に備え、前記音楽デー
タ再生装置は、前記受信部により受信されたデータの受信誤りを、前記第２の符号化に基
づき検出して訂正処理を施す第２の誤り訂正・検出手段を更に備えるようにしてもよい。
【００３３】
　このように、データの再送時において、第２の符号化、並びに第２の符号化に基づく受
信誤りの検出及び訂正処理を行うようにすれば、訂正能力が向上して音楽データ再生装置
側でデータのアンダーフローの発生が抑制され、ひいては音途切れが発生しにくくなる。
また、訂正能力が向上することにより、従来例で見られた「再送動作が繰り返されること
による再送回数の増大」が抑制され、音楽データ送信装置及び音楽データ再生装置の双方
の消費電力の増加が抑制される。
【００３４】
　尚、第１の符号化及び第２の符号化は、通常パリティ付加によって行われ、夫々の符号
化により送信されるデータのサイズが増大することになる。しかしながら、再送時におい
ては、上記「一部のデータ」が省かれることによりデータサイズが縮小されているためデ
ータサイズに余裕があり、第２の符号化を更に追加しても、さほど問題とはならない。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明に係る音楽データ通信装置によれば、再生側装置におけるデータのアンダーフロ
ーに起因した音途切れの発生を抑制することができる。また、データの再送に係る消費電
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力の増加を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　＜＜第１実施形態＞＞
　以下、本発明を音楽データ通信システムに適用した実施の形態につき、図面を参照しな
がら説明する。図１に、本発明の第１実施形態に係る音楽データ通信システムのブロック
図を示す。
【００３７】
（図１；全体ブロック図の説明）
　図１における音楽データ通信システムは、送信側の装置である音楽データ送信装置１と
、再生側の装置である音楽データ再生装置１１とから構成されている。音楽データ送信装
置１は、音楽データ送信装置１に内蔵されている記録媒体（情報源）２から供給される音
楽データを、音楽信号として音楽データ再生装置１１に無線で伝送し、音楽データ再生装
置１１は、その伝送された音楽信号に基づいて左右２つのチャネルのスピーカ２２Ｌ（左
用）及びスピーカ２２Ｒ（右用）から音楽を出力する。
【００３８】
（音楽データ送信装置１の概略説明）
　図１における音楽データ通信システムの動作モードは、通常モードと再送モードの２つ
のモードからなる。図示しない操作部等の操作により音楽データの再生を要求されると、
まず、音楽データ送信装置１は音楽データをフレーム毎に分割して音楽データ再生装置１
１に送信する。この第１回目のデータ送信を、後述する再送モードと区別して「通常モー
ド」という。
【００３９】
　一方、伝送されたデータの受信状態が良くない場合、音楽データ再生装置１１は正しい
データを認識することができず、音楽データ再生装置１１は、そのデータを再度送信する
ように音楽データ送信装置１に求める。この再度の送信を求め、その求めに応じてデータ
を再送し、再送を受けたデータを再生するという一連の動作モードを再送モードといい、
再送モードにて動作している時を「再送時」という。尚、再送モードで伝送されたデータ
の受信状態が良くない場合も、音楽データ再生装置１１は、そのデータを更に再度送信す
るように音楽データ送信装置１に求めることになる。この場合の動作モードも再送モード
という。
【００４０】
　まず、音楽データ送信装置１の構成について説明する。音楽データ送信装置１には、予
め圧縮符号化された音楽データを記憶している記録媒体２が備えられている。記録媒体２
としては、ミニディスクや、ハードディスクドライブ、半導体メモリ等が採用可能である
。尚、記録媒体２を音楽データ送信装置１の外部に設けるようにし（音楽データ送信装置
１と別体として）、記録媒体２が出力する音楽データを外部から音楽データ送信装置１に
供給する構成としてもよい。
【００４１】
　また、記録媒体２に記憶されている音楽データは、アナログの音楽（音の情報）を図示
されないアナログ／デジタル変換器により一定のサンプリング周波数でサンプリングする
ことにより得られるデジタル音楽データであり、無線通信ができる範囲の適切な圧縮率で
データの圧縮（音楽圧縮）が施されている。前記データの圧縮の方式として、例えば、Ａ
ＴＲＡＣ（Adaptive Transform Acoustic Coding）３方式と称される圧縮方式や、ＭＰ３
方式と称される圧縮方式などが適用可能である。
【００４２】
　記録媒体２が記録している音楽データは、データバッファ３に供給される（記録媒体２
からデータバッファ３に出力される）。このデータバッファ３は、音楽データ再生装置１
１に送信する音楽データを一時蓄積するファーストイン・ファーストアウト（ＦＩＦＯ）
のメモリとして構成されたものであり、データバッファ３への書込みは、前段の記録媒体
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２からのデータ出力に連動して行われ、データバッファ３からの読み出しは、音楽データ
送信装置１からのデータ送信に連動して行われる。データバッファ３へのデータの書込み
及びデータバッファ３からの読み出しは、音楽データ送信装置１の送信動作を制御する制
御部（第１の制御部）４により制御されている。具体的には、制御部４は、データバッフ
ァ３が一時蓄積するデータ量が所定の範囲内に収まるようにデータバッファ３等を制御し
ている。
【００４３】
　誤り訂正・検出符号化部５は、制御部４の制御下で、データバッファ３が一時蓄積する
データの供給を受け、そのデータに対して誤り訂正・検出符号化を行う。即ち、記録媒体
２から供給される音楽データに対して、音楽データ再生装置１１側で誤りを検出して訂正
するための符号化を行う。
【００４４】
　誤り訂正・検出符号化部５により生成された、符号化されたデータ（以下、「符号化デ
ータ」と記すことがある）は、フレーム単位（所定の単位、或は所定の単位データ）に分
割された上で読み出され（一定の長さの時間間隔に分割された上で読み出され）、送信部
（第１の送信部）６に供給される。
【００４５】
　送信部６では、供給されるフレーム単位のデータを、パケット構成の送信データとし、
その送信データに所定の変調を与える。その変調がなされ、送信部６から出力される信号
は切換スイッチ７を介してアンテナ８から無線送信される。切換スイッチ７は、制御部４
の制御で、可動接点（共通接点）７ｍが第１の固定接点７ａと第２の固定接点７ｂの何れ
かに切換接続されるスイッチである。可動接点７ｍが第１の固定接点７ａに接続されてい
るとき、送信部６の出力がアンテナ８に供給され、可動接点７ｍが第２の固定接点７ｂに
接続されているとき、アンテナ８の受信した信号が受信部９に供給される。
【００４６】
　尚、通常の動作状態においては、可動接点７ｍは第２の固定接点７ｂに接続された状態
となっており、制御部４は、信号を送信する必要がある期間のみ可動接点７ｍを第１の固
定接点７ａに接続し、その期間が終了すると可動接点７ｍを第２の固定接点７ｂに接続す
る。
【００４７】
　また、レベル検出部１０は、記録媒体２から音楽データの供給を受けて動作するが、そ
の動作については後述する。制御部４は、音楽データ送信装置１内の各部の動作を統括的
に制御するものであり、具体的には、記録媒体２、データバッファ３、誤り訂正・検出符
号化部５、送信部６、切換スイッチ７、受信部９及びレベル検出部１０の動作の制御を行
う。
【００４８】
　音楽データ送信装置１は、記録媒体２、データバッファ３、制御部４、誤り訂正・検出
符号化部５、送信部６、切換スイッチ７、アンテナ８、受信部９及びレベル検出部１０か
ら概略構成されている。
【００４９】
（音楽データ再生装置１１の概略説明）
　次に、音楽データ再生装置１１の構成について説明する。アンテナ８から無線送信され
た信号はアンテナ１２にて受信され、切換スイッチ１３を介して受信部１４に送られる。
切換スイッチ１３は、制御部（第２の制御部）１８の制御で、可動接点（共通接点）１３
ｍが第１の固定接点１３ａと第２の固定接点１３ｂの何れかに切換接続されるスイッチで
ある。可動接点１３ｍが第１の固定接点１３ａに接続されているとき、アンテナ１２の受
信した信号が受信部１４に供給され、可動接点１３ｍが第２の固定接点１３ｂに接続され
ているとき、送信部（第２の送信部）２３の出力がアンテナ１２に供給される。
【００５０】
　尚、通常の動作状態においては、可動接点１３ｍは第１の固定接点１３ａに接続された
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状態となっており、制御部１８は、音楽データ再生装置１１側から信号を送信する必要が
ある期間のみ可動接点１３ｍを第２の固定接点１３ｂに接続し、その期間が終了すると可
動接点１３ｍを第１の固定接点１３ａに接続する。
【００５１】
　受信部１４では、所定の受信処理を行い、供給される信号から各パケットの伝送データ
を抽出してデータバッファ１５に蓄積する。その蓄積されたデータは、上述したように誤
り訂正・検出符号化部５にて符号化が行われたデータであるため、その符号化に基づき受
信誤り検知部１６で受信誤りの検出及び訂正（訂正処理）が行われる。即ち、受信誤り検
知部１６は、受信部１４により受信された符号化データの受信誤りを検出して訂正処理を
施す誤り訂正・検出手段としての機能を有する。受信誤り検知部１６が、「受信誤り率が
比較的小さい」、または「完全に誤りを訂正できた」と判断した場合、そのデータは制御
部１８の管理の下、伸長部１７に送られる。
【００５２】
　また、データバッファ１５に蓄積されるデータ量は制御部１８によって管理されており
、その蓄積されたデータは必要に応じて伸長部１７に供給される。伸長部１７では、記録
媒体２に記録される段階において圧縮符号化された音楽データを、圧縮されていないデー
タに伸長させる復号化が行われる。この復号化により、圧縮符号化がなされる前の、一定
のサンプリング周波数にてサンプリングされたデジタル音楽データが得られる。
【００５３】
　伸長部１７にて複合化されたデータはレベル補正部１９を経てＤ／Ａ変換回路２０に送
られる。レベル補正部１９は、伸長部１７から供給されるデータを２個のスピーカ２２Ｌ
、２２Ｒから音として出力した場合に、スピーカ２２Ｌから出力される音の強度（音量）
とスピーカ２２Ｒから出力される音の強度（音量）を、伸長部１７から供給されるデータ
を解析することにより検出すると共に、それらの音の強度を示すデータを一定期間、自身
の備えるメモリ(不図示）に記憶している。この記憶された「音の強度を示すデータ」の
用いられ方については後述する。
【００５４】
　Ｄ／Ａ変換回路２０は、供給されるデジタルの音楽データをアナログの音楽信号に変換
し、その変換した音楽信号をオーディオ回路２１に出力する。オーディオ回路２１は、Ｄ
／Ａ変換回路２０から供給を受けた音楽信号の増幅等を行い、左右２つのチャネルのスピ
ーカ２２Ｌ及び２２Ｒを駆動して、スピーカ２２Ｌ及び２２Ｒから音楽を出力させる。音
声を出力する音声出力部は、主としてＤ／Ａ変換部２０及びオーディオ回路２１から構成
される（スピーカ２２Ｌ及び２２Ｒも、音声出力部の構成要素と考えても良い）。
【００５５】
　また、チャネル検出部２４は、受信部１４が受信したデータを解析し、その結果を制御
部１８に出力するものであるが、その詳細な動作については後述する。制御部１８は、音
楽データ再生装置１１内の各部の動作を統括的に制御するものであり、具体的には、切換
スイッチ１３、受信部１４、データバッファ１５、受信誤り検知部１６、伸長部１７、レ
ベル補正部１９、送信部２３及びチャネル検出部２４の動作の制御を行う。
【００５６】
　音楽データ再生装置１１は、アンテナ１２、切換スイッチ１３、受信部１４、データバ
ッファ１５、受信誤り検知部１６、伸長部１７、制御部１８、レベル補正部１９、Ｄ／Ａ
変換回路２０、オーディオ回路２１、スピーカ２２Ｌ、２２Ｒ、送信部２３及びチャネル
検出部２４から概略構成されている。尚、スピーカ２２Ｌ及び２２Ｒは、音楽データ再生
装置１１の外部に設けるようにしてもよい。
【００５７】
（受信状態が良くない場合の動作）
　次に、再送モード、即ち音楽データ送信装置１と音楽データ再生装置１１との間で音楽
データの無線伝送を行う際に、受信状態が良くない場合に行われる、データの再送モード
について説明する。
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【００５８】
　受信誤り検知部１６は、受信部１４が受信したデータの誤り率（受信誤り率）をフレー
ム単位毎に検出することが可能となっていると共に、フレーム単位毎にその誤り率を予め
定めた基準値と比較して、その結果を制御部１８に伝える。ここでいう、誤り率（受信誤
り率）とは、音楽データ再生装置１１が受信したデータ（信号）に含まれる誤りデータ（
信号）の割合を意味する。
【００５９】
　受信した或るフレームのデータの受信誤り率が前記基準値より大きいとの検出結果を受
けた制御部１８は、そのフレームのデータを再度送信（再送）するように要求するための
信号（再送要求信号）がアンテナ１２から送信されるように送信部２３及び切換スイッチ
１３を制御する。つまり、受信誤り検知部１６と制御部１８とは協働して、フレーム単位
毎に誤り率を予め定めた基準値と比較し、或るフレームの誤り率が前記基準値より大きい
とき、その部分（フレーム）のデータの再送を求める再送要求信号が送信部２３及び切換
スイッチ１３を介してアンテナ１２から送信されるように送信部２３等を制御するのであ
る。尚、「受信誤り率が前記基準値より小さい」と判断されたフレームのデータは制御部
１８の管理の下、伸長部１７に送られる。
【００６０】
　また、誤り率と予め定めた基準値との比較結果に応じて再送要求信号を送信するのでは
なく、受信誤り検知部１６が誤りを訂正し切れなかった（受信誤り検知部１６による訂正
結果が「不良」の）ときに、再送要求信号を送信するようにしてもよい。つまり、受信し
た或るフレームに含まれる誤りを受信誤り検知部１６が訂正し切れなかったときに、上記
再送要求信号が送信されるようにしてもよい。まとめると、制御部１８は、受信部１４に
より受信されたデータの受信状態（上記受信誤り率、または受信誤りの受信誤り検知部１
６による訂正結果）に応じて、再送要求信号が送信されるように送信部２３及び切換スイ
ッチ１３を制御する。
【００６１】
　上記再送要求信号は、アンテナ８にて受信され、切換スイッチ７を介して受信部９に供
給される。受信部９は、その受信した信号を復調して制御部４に伝える。その再送要求信
号を受けた制御部４は、記録媒体２から供給される音楽データの内、再送を要求されたフ
レームのデータ（以下、「再送要求データ」と記すことがある）が第１の送信部６より再
送されるように第１の送信部６、データバッファ３、誤り訂正・検出符号化部５等を制御
する（この制御を以下、「再送制御」という）。つまり、データバッファ３から送信部６
に転送されるデータが、先に送ったフレームの続きのものではなく、先に送ったフレーム
のものとなるように制御するのである。実際には、上記再送要求データも誤り訂正・検出
符号化部５により上記符号化が施され、その符号化データが第１の送信部６より再送され
ることになる。
【００６２】
　この再送要求信号に応じて上記再送要求データを再送する際の特異な点について説明す
る。再送要求信号に応じて制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを再送する制
御を行う訳であるが、この際、その再送を要求されたフレームのデータの全てを再送する
のではなく、そのデータの一部分のみが再送されるように上記再送制御を行う。換言すれ
ば、制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを構成する「一部のデータ」を省き
、その一部のデータを省いた残余の部分のデータに上記符号化を施したデータのみが再送
されるように上記再送制御を行うのである。
【００６３】
　再送の際に省かれる上記「一部のデータ」の具体的な決定手法につき、パターン１とパ
ターン２の２つ手法を説明する。本実施形態において、記録媒体２から供給される音楽デ
ータはステレオ形式のデータであるとする。従って、記録媒体２には、スピーカ２２Ｌか
ら出力される音をデータで表わしたＬチャネル用のデータ（Ｌチャネルのデータ）と、ス
ピーカ２２Ｒから出力される音をデータで表わしたＲチャネル用のデータ（Ｒチャネルの
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データ）とが別個独立に圧縮（音楽圧縮）されることにより得られる圧縮データが記録さ
れている。つまり、記録媒体２から供給される音楽データは、ＬチャネルとＲチャネルの
夫々に対応する独立した２つのチャネルデータ（Ｌチャネル用のデータ及びＲチャネル用
のデータ）から構成されたステレオ形式のデータである。
【００６４】
　そして、パターン１において制御部４は、上記２つのチャネルデータの内の一方のチャ
ネルデータ（Ｌチャネル用のデータまたは、Ｒチャネル用のデータ）を上記「一部のデー
タ」として予め定めておく。
【００６５】
　次に、パターン２について説明する。パターン２においては、上記「一部のデータ」を
定めるにあたってレベル検出部１０が用いられる。レベル検出部１０は、記録媒体２の音
楽データを２個のスピーカ２２Ｌ、２２Ｒから音として出力した場合に（音楽データ再生
装置１１での再生時に）、スピーカ２２Ｌから出力される音の強度（音量）とスピーカ２
２Ｒから出力される音の強度（音量）を、記録媒体２からの音楽データを解析することに
より検出するものであり、その検出結果は制御部４に与えられる。
【００６６】
　制御部４はレベル検出部１０による検出結果を受け、再送を要求されたフレームが受信
誤りなくスピーカ２２Ｌ及び２２Ｒから出力された場合における、上記「音の強度」の時
間的な平均値をＬチャネルとＲチャネルとで比較し、その平均値が小さい方のチャネルに
対応するチャネルデータを上記「一部のデータ」として定める。
【００６７】
　例えば、再送を要求されたフレームをスピーカ２２Ｌ及び２２Ｒから出力するのに１秒
かかるとしたとき、その１秒の間にスピーカ２２Ｌ及び２２Ｒから出力されるであろう夫
々の「音の強度」の平均値を算出する。スピーカ２２Ｌ及び２２Ｒに対応する、算出され
た平均値が夫々「１０」及び「１２」であれば、Ｌチャネルに対応するチャネルデータを
上記「一部のデータ」として定める（なぜなら、１０＜１２）。尚、上記平均値は、１秒
間の平均値ではなく、０．５秒や０．３秒等の平均値となるように変形してもよい。
【００６８】
　また、再送を要求されたフレームだけでなく、そのフレームとは異なるフレームも考慮
してもよい。例えば、再送を要求されたフレームと再送を要求されたフレームの直前に送
信されたフレームとを併せた２フレーム分の「音の強度」の平均値を算出して、比較する
ことにより、上記「一部のデータ」を定めても良い。
【００６９】
　つまり、パターン２において制御部４は、音楽データ再生装置１１での再生時にスピー
カ２２Ｌから出力される音の強度の所定の期間における平均値及びスピーカ２２Ｒから出
力される音の強度の所定の期間における平均値に基づき、平均値が小さい方のチャネルに
対応するチャネルデータを、上記「一部のデータ」として定める。
【００７０】
　上記パターン１またはパターン２の手法により、上記「一部のデータ」がＬチャネル用
のデータ（Ｌチャネルに対応するチャネルデータ）であると決定されたとして、以下説明
する。この場合、その「一部のデータ」を省いた残余の部分のデータは、Ｒチャネル用の
データ（Ｒチャネルに対応するチャネルデータ）であるので、再送を要求されたフレーム
のデータの内、Ｒチャネル用のデータに誤り訂正・検出符号化部５による符号化を施した
データのみが、再送要求信号に応じて再送される。この再送されるデータを、以下「再送
データＡ」と記す。
【００７１】
　受信部１４が上記「再送データＡ」を受信すると、チャネル検出部２４が、その「再送
データＡ」が何れのチャネルデータから構成されているかを検出する。Ｒチャネル用のデ
ータのみが再送されているため、チャネル検出部２４は「再送データＡ」がＲチャネル用
のデータのみから構成されていることを検出結果として制御部１８及び制御部１８を介し
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てレベル補正部１９に伝える。
【００７２】
　受信部１４により受信された「再送データＡ」は、データバッファ１５を介して伸長部
１７で復号化が行われた後、レベル補正部１９に供給される。尚、「再送データＡ」の受
信状態が良くない場合は（受信誤り率が予め定めた基準値より大きい、または再送された
データの誤りを訂正しきれない場合は）、その再送データは伸長部１７に供給されず、そ
のデータを更にもう一度、再送するように求める再送要求信号が音楽データ再生装置１１
から再送信される。このような再送要求信号の再送信は、再送されたデータの受信状態が
良くなるまで繰り返される。
【００７３】
　レベル補正部１９では、「再送データＡ」に含まれていない上記「一部のデータ」（即
ち、Ｌチャネル用のデータ）が生成される。この生成の手法について説明する。
【００７４】
　レベル補正部１９は、上述したように伸長部１７から供給されるデータを２個のスピー
カ２２Ｌ、２２Ｒから音として出力した場合に、スピーカ２２Ｌから出力される音の強度
とスピーカ２２Ｒから出力される音の強度を、伸長部１７から供給されるデータを解析す
ることにより検出すると共に、それらの音の強度を示すデータを一定期間、自身の備える
メモリに記憶している。
【００７５】
　そして、レベル補正部１９は、データの再送時においてＲチャネル用のデータのみが再
送されているというチャネル検出部２４による検出結果を受けると、自身の記憶内容であ
る音の強度を示すデータに基づき、再送要求信号を送信する直前の所定期間（例えば、１
秒間）においてスピーカ２２Ｌから出力される音の強度の平均値Ｌ及びスピーカ２２Ｒか
ら出力される音の強度の平均値Ｒを算出する。（尚、レベル補正部１９は、前記平均値Ｌ
及びＲを、常時算出するようにしてもよい。）
【００７６】
　今、上記平均値Ｌ及び平均値Ｒが、夫々「１」及び「２」であったとすると、レベル補
正部１９は、再送されたＲチャネル用のデータにゲイン１／２を乗じたものをＬチャネル
用のデータとして生成する。そして、生成されたＬチャネル用のデータ及び再送されたＲ
チャネル用のデータは、夫々Ｄ／Ａ変換回路２０にてアナログ音楽信号に変換され、オー
ディオ回路２１を介して夫々スピーカ２２Ｌ及びスピーカ２２Ｒから出力される。
【００７７】
　再送要求を行う直前１秒間のスピーカ２２Ｌから出力される音の強度の平均値が、スピ
ーカ２２Ｒからのそれの１／２であるため、再送されたＲチャネル用のデータを１／２倍
したものをＬチャネル用のデータとして生成することで、「一部のデータ（Ｌチャネル用
のデータ）」を省いたことによる聴覚への影響（聴く者にとっての不自然さ）を最小限に
抑えることが出来る。
【００７８】
　上述したように、本実施形態に係る音楽データ送信装置１は、データの再送時において
、再送要求のあったフレームを構成する一部のデータを省いて再送せず、その一部のデー
タを省いた残りの部分のデータに上記符号化を施したデータのみを再送する。これにより
、再送するデータのサイズが縮小され、再送要求に応じた動作を高速に完了することがで
きるため、再送頻度が向上し（単位時間当たりの最大の再送回数が増大し）、音楽データ
再生装置１１のデータバッファ１５に蓄積される圧縮データがなくなる（アンダーフロー
が発生する）といった事態が発生しにくくなる。上記アンダーフローが発生しにくくなる
ということは、スピーカ２２Ｌ及び２２Ｒからの出力に音途切れが発生しにくくなるとい
うことを意味する。
【００７９】
　また、再送要求に応じた動作が高速に完了すると、音楽データ送信装置１から音楽デー
タ再生装置１１に対して無線伝送される信号に、誤り（エラー）が混入する確率が減少す
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るため、これによってもアンダーフローは発生しにくくなる。また、再送要求に応じた動
作が高速に完了すると、単位時間内で行える再送回数が増加する。この結果、単位時間当
たりの、誤りを完全に訂正することができる機会が増加するため、これによってもアンダ
ーフローは発生しにくくなる。
【００８０】
　更にまた、再送要求に応じた動作が高速に完了するので、音楽データ送信装置１及び音
楽データ再生装置１１の夫々の再送に係る消費電力が低減される。
【００８１】
　また、パターン２の手法により上記「一部のデータ」を決定すれば、音の強度の小さい
方のチャネルのデータが省かれるが、音の強度の大きい方のチャネルのデータは再送され
るため、「一部のデータ」を省いたことによる聴覚への影響は小さくなる。
【００８２】
　＜＜第２実施形態＞＞
　次に、本発明の第２実施形態に係る音楽データ通信システムについて説明する。第２実
施形態に係る音楽データ通信システムの構成は、図１（第１実施形態）に示す音楽データ
通信システムの構成と同様であるため、その詳細な説明を省略する。第２実施形態に係る
音楽データ通信システムと第１実施形態に係る音楽データ通信システムとの相違は、デー
タの再送モードにおける動作が異なる点にあるため、データの再送モードにおける動作に
ついて説明する。
【００８３】
　データの再送モードにおいて、受信誤り検知部１６の動作、及び再送要求信号が音楽デ
ータ再生装置１１から送信されるまでの動作は、第１実施形態におけるものと同様である
。再送要求信号に応じて制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを再送する制御
を行う訳であるが、この際、その再送を要求されたフレームのデータの全てを再送するの
ではなく、そのデータの一部分のみが再送されるように上記再送制御を行う。換言すれば
、制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを構成する「一部のデータ」を省き、
その一部のデータを省いた残余の部分のデータに上記符号化を施したデータのみが再送さ
れるように上記再送制御を行うのである。
【００８４】
　再送の際に省かれる上記「一部のデータ」の具体的な決定手法につき、パターン３とパ
ターン４の２つ手法を説明する。本実施形態において、記録媒体２から供給される音楽デ
ータはジョイント・ステレオ形式のデータであるとする。ジョイント・ステレオ形式とは
、ＬチャネルとデータとＲチャネルのデータ間の相関を利用してデータを圧縮する方法に
基づく形式である。ジョイント・ステレオ形式には、ＭＳステレオ（Mid/Side Stereo）
方式を採用するものとＩステレオ（Intensity Stereo）方式を採用するものがあるが、本
明細書におけるジョイント・ステレオ形式では、一般的に用いられているＭＳステレオ方
式を採用している。
【００８５】
　従って、記録媒体２には、Ｌチャネル用のデータとＲチャネル用のデータの和成分であ
る前方チャネルデータと、Ｌチャネル用のデータとＲチャネル用のデータの差成分である
横チャネルデータとが圧縮（音楽圧縮）されることにより得られる圧縮データが記録され
ている。つまり、記録媒体２から供給される音楽データは、上記「前方チャネルデータ」
と上記「横チャネルデータ」との２つのチャネルデータから構成されている。
【００８６】
　そして、パターン３において制御部４は、上記２つのチャネルデータの内の一方のチャ
ネルデータ（前方チャネルデータまたは、横チャネルデータ）を上記「一部のデータ」と
して予め定めておく。
【００８７】
　また、パターン４において制御部４は、横チャネルデータを上記「一部のデータ」とす
る。
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【００８８】
　上記パターン３またはパターン４の手法により、上記「一部のデータ」が横チャネルデ
ータであると決定されたとして、以下説明する。この場合、その「一部のデータ」を省い
た残余の部分のデータは、前方チャネルデータであるので、再送を要求されたフレームの
データの内、前方チャネルデータに誤り訂正・検出符号化部５による符号化を施したデー
タのみが、再送要求信号に応じて再送される。この再送されるデータを、以下「再送デー
タＢ」と記す。
【００８９】
　受信部１４が上記「再送データＢ」を受信すると、チャネル検出部２４が、その「再送
データＢ」が何れのチャネルデータから構成されているかを検出する。前方チャネルデー
タのみが再送されているため、チャネル検出部２４は「再送データＢ」が前方チャネルデ
ータのみから構成されていることを検出結果として制御部１８及び制御部１８を介してレ
ベル補正部１９に伝える。
【００９０】
　受信部１４により受信された「再送データＢ」は、データバッファ１５を介して伸長部
１７で復号化が行われた後、レベル補正部１９に供給される。尚、「再送データＢ」の受
信状態が良くない場合は（受信誤り率が予め定めた基準値より大きい、または再送された
データの誤りを訂正しきれない場合は）、その再送データは伸長部１７に供給されず、そ
のデータを更にもう一度、再送するように求める再送要求信号が音楽データ再生装置１１
から再送信される。このような再送要求信号の再送信は、再送されたデータの受信状態が
良くなるまで繰り返される。
【００９１】
　レベル補正部１９では、「再送データＢ」からＬチャネル用のデータとＲチャネル用の
データとが生成される。この生成の手法について説明する。
【００９２】
　ここで、Ｌチャネル用のデータをデータＤL、Ｒチャネル用のデータをデータＤRとした
場合、前方チャネルデータは（ＤL＋ＤR）／２として生成され、横チャネルデータは（Ｄ

L－ＤR）／２として生成されるものとする。
【００９３】
　レベル補正部１９は、上述したように伸長部１７から供給されるデータを２個のスピー
カ２２Ｌ、２２Ｒから音として出力した場合に、スピーカ２２Ｌから出力される音の強度
（音量）とスピーカ２２Ｒから出力される音の強度（音量）を、伸長部１７から供給され
るデータを解析することにより検出すると共に、それらの音の強度を示すデータを一定期
間、自身の備えるメモリに記憶している。
【００９４】
　そして、レベル補正部１９は、データの再送時においてＲチャネル用のデータのみが再
送されているというチャネル検出部２４による検出結果を受けると、自身の記憶内容であ
る音の強度を示すデータに基づき、再送要求信号を送信する直前の所定期間（例えば、１
秒間）においてスピーカ２２Ｌから出力される音の強度の平均値Ｌ及びスピーカ２２Ｒか
ら出力される音の強度の平均値Ｒを算出する。（尚、レベル補正部１９は、前記平均値Ｌ
及びＲを、常時算出するようにしてもよい。）
【００９５】
　今、上記平均値Ｌ及び平均値Ｒが、夫々「ａ」及び「ｂ」であったとすると、レベル補
正部１９は、伸長部１７より供給された再送に係る前方チャネルデータに、ゲイン｛２×
ａ／（ａ＋ｂ）｝を乗じたものをＬチャネル用のデータとして生成し、ゲイン｛２×ｂ／
（ａ＋ｂ）｝を乗じたものをＲチャネル用のデータとして生成する。レベル補正部１９に
より生成されたＬチャネル用のデータ及びＲチャネル用のデータは、夫々Ｄ／Ａ変換回路
２０にてアナログ音楽信号に変換され、オーディオ回路２１を介して夫々スピーカ２２Ｌ
及びスピーカ２２Ｒから出力される。
【００９６】
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　このように、平均値Ｌ及び平均値Ｒに応じて、Ｌチャネル用のデータ及びＲチャネル用
のデータが再送された前方チャネルデータから生成されるため、スピーカ２２Ｌ及び２２
Ｒから出力される音の強度が急激に変化することがない。従って、「一部のデータ（横チ
ャネル用のデータ）」を省いたことによる聴覚への影響（聴く者にとっての不自然さ）は
小さいと言える。
【００９７】
　上述したように、本実施形態に係る音楽データ送信装置１は、第１実施形態における音
楽データ送信装置１と同様、データの再送時において、再送要求のあったフレームを構成
する一部のデータを省いて再送せず、その一部のデータを省いた残りの部分のデータに上
記符号化を施したデータのみを再送する。これにより、第１実施形態で説明したのと同様
の理由から、データバッファ１５にアンダーフローが発生しにくくなって、スピーカ２２
Ｌ及び２２Ｒからの出力に音途切れが発生しにくくなる。また、音楽データ送信装置１及
び音楽データ再生装置１１の夫々の再送に係る消費電力が低減される。
【００９８】
　また、パターン４の手法により上記「一部のデータ」を決定すれば、横チャネルデータ
が省かれるが、前方チャネルデータは再送される。前方チャネルデータは、Ｌチャネル用
のデータとＲチャネル用のデータとの和成分であり、Ｌチャネル用のデータとＲチャネル
用のデータとの共通成分を保存するものである。従って、Ｌチャネル用のデータとＲチャ
ネル用のデータとの共通成分が多い場合は、横チャネルデータを再送しなくても聴覚への
影響は小さい。
【００９９】
　＜＜第３実施形態＞＞
　次に、本発明の第３実施形態に係る音楽データ通信システムについて説明する。第３実
施形態に係る音楽データ通信システムの構成は、図１（第１実施形態）に示す音楽データ
通信システムの構成と同様であるため、その詳細な説明を省略する。第３実施形態に係る
音楽データ通信システムと第１実施形態に係る音楽データ通信システムとの相違は、デー
タの再送モードにおける動作が異なる点にあるため、データの再送モードにおける動作に
ついて説明する。
【０１００】
　データの再送モードにおいて、受信誤り検知部１６の動作、及び再送要求信号が音楽デ
ータ再生装置１１から送信されるまでの動作は、第１実施形態におけるものと同様である
。再送要求信号に応じて制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを再送する制御
を行う訳であるが、この際、その再送を要求されたフレームのデータの全てを再送するの
ではなく、そのデータの一部分のみが再送されるように上記再送制御を行う。換言すれば
、制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを構成する「一部のデータ」を省き、
その一部のデータを省いた残余の部分のデータに上記符号化を施したデータのみが再送さ
れるように上記再送制御を行うのである。
【０１０１】
　再送の際に省かれる上記「一部のデータ」の具体的な決定手法につき説明する。本実施
形態において、記録媒体２から供給される音楽データは、音としてスピーカ２２Ｌまたは
２２Ｒから再生されたときの周波数が予め定められた基準周波数（例えば、５ｋＨｚ）よ
り高い高域側データと、前記基準周波数より低い低域側データとに分割されており、記録
媒体２には、それら分割されたデータが圧縮（音楽圧縮）されることにより得られる圧縮
データが記録されている。
【０１０２】
　そして、制御部４は、上記高域側データを上記「一部のデータ」として予め定めておく
。この場合、その「一部のデータ」を省いた残余の部分のデータは、低域側データである
ので、再送を要求されたフレームのデータの内、低域側データに誤り訂正・検出符号化部
５による符号化を施したデータのみが、再送要求信号に応じて再送される。この再送され
るデータを、以下「再送データＣ」と記す。
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【０１０３】
　受信部１４により受信された「再送データＣ」は、データバッファ１５を介して伸長部
１７で復号化が行われた後、レベル補正部１９に供給される。尚、「再送データＣ」の受
信状態が良くない場合は（受信誤り率が予め定めた基準値より大きい、または再送された
データの誤りを訂正しきれない場合は）、その再送データは伸長部１７に供給されず、そ
のデータを更にもう一度、再送するように求める再送要求信号が音楽データ再生装置１１
から再送信される。このような再送要求信号の再送信は、再送されたデータの受信状態が
良くなるまで繰り返される。
【０１０４】
　レベル補正部１９に供給されるデータには、再送要求に係るフレームのデータの内の高
域側データが含まれていないが、レベル補正部１９は、供給されたデータをそのままＤ／
Ａ変換回路２０に与える。そして、低域側データのみがアナログ変換された音楽信号がオ
ーディオ回路２１を介してスピーカ２２Ｌ及びスピーカ２２Ｒから出力される。
【０１０５】
　このように、再送モードにおいては、スピーカ２２Ｌ及びスピーカ２２Ｒから出力され
る音には、本来（通常モードにおいては）含まれるはずの高域側データが含まれていない
が、高域側（例えば５ｋＨｚ以上）は人間の聴覚上の感度が低域側（例えば５ｋＨｚ未満
）に比べ小さいため、「一部のデータ（高域側データ）」を省いたことによる聴覚への影
響（聴く者にとっての不自然さ）は小さい。
【０１０６】
　また上述したように、本実施形態に係る音楽データ送信装置１は、第１実施形態におけ
る音楽データ送信装置１と同様、データの再送時において、再送要求のあったフレームを
構成する一部のデータを省いて再送せず、その一部のデータを省いた残りの部分のデータ
に上記符号化を施したデータのみを再送する。これにより、第１実施形態で説明したのと
同様、データバッファ１５にアンダーフローが発生しにくくなって、スピーカ２２Ｌ及び
２２Ｒからの出力に音途切れが発生しにくくなる。また、音楽データ送信装置１及び音楽
データ再生装置１１の夫々の再送に係る消費電力が低減される。
【０１０７】
　＜＜第４実施形態＞＞
　次に、上述の第１実施形態、第２実施形態及び第３実施形態の何れにも適用可能な応用
例を第４実施形態として説明する。第１～第３実施形態における再送モードにおいて、音
楽データ送信装置１の制御部４は、再送を要求されたフレームのデータを構成する一部の
データを省き、その一部のデータを省いた残余の部分のデータに上記符号化を施したデー
タのみが再送されるように上記再送制御を行うと上述した。この上述した再送時における
符号化を、以下、第１の符号化と称する。
【０１０８】
　第４実施形態の再送モードにおいては、制御部４は、再送を要求されたフレームのデー
タを構成する一部のデータを省き、その一部のデータを省いた残余の部分のデータに第１
の符号化を施し、更に第１の符号化とは別に第２の符号化を施したデータが再送されるよ
うに再送制御を行う。この第２の符号化とは、音楽データ再生装置１１側で誤りを検出し
て訂正するための符号化であり、誤り訂正・検出符号化部５が、この第２の符号化を行う
。誤り訂正・検出符号化部５は、第１の符号化を行うものであるが、第１の符号化を行う
タイミングと第２の符号化を行うタイミングを分けることにより、時分割で第２の符号化
も行うようにする。第１の符号化を施す際の誤り訂正・検出符号化部５は、第１の誤り訂
正・検出符号化手段としての機能を有し、第２の符号化を施す際の誤り訂正・検出符号化
部５は、第２の誤り訂正・検出符号化手段としての機能を有すると言える。これにより、
再送モードにおいて送信部６から再送されるデータには、第１の符号化に加えて更に第２
の符号化が施されていることになる。
【０１０９】
　その再送されたデータが受信部１４に受信され、データバッファ１５に送られると、受
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信誤り検知部１６は、第１の符号化に基づき受信誤りの検出及び訂正（訂正処理）を行い
、そして更に、第２の符号化に基づき受信誤りの検出及び訂正（訂正処理）を行う。第１
の符号化に基づき受信誤りの検出及び訂正を行う際の受信誤り検知部１６は、第１の誤り
訂正・検出手段としての機能を有し、第２の符号化に基づき受信誤りの検出及び訂正を行
う際の受信誤り検知部１６は、第２の誤り訂正・検出手段としての機能を有すると言える
。
【０１１０】
　受信誤り検知部１６が、「受信誤り率が予め定めた基準値より小さい」、または「完全
に誤りを訂正できた」と判断した場合、そのデータは制御部１８の管理の下、伸長部１７
に送られる。尚、本実施形態における前記「基準値」は、第１実施形態において記した「
基準値」と同じ値である必要はない。本実施形態においては２重の符号化を行うことによ
り、誤り訂正の能力がより強力となっているため、本実施形態における「基準値」を、第
１実施形態において記した「基準値」より大きく設定することが好ましい。
【０１１１】
　伸長部１７の後段のレベル補正部１９、Ｄ／Ａ変換回路２０、オーディオ回路２１、ス
ピーカ２２Ｌ及び２２Ｒの動作については、上述した第１～第３実施形態におけるものと
同様となる。
【０１１２】
　このように、再送モードにおいて、第２の符号化、並びに第２の符号化に基づく受信誤
りの検出及び訂正を行うようにすれば、訂正能力が向上し、データバッファ１５にアンダ
ーフローが発生しにくくなって、スピーカ２２Ｌ及び２２Ｒからの出力に音途切れが発生
しにくくなる。また、訂正能力が向上することにより、従来例で見られた「再送動作が繰
り返されることによる再送回数の増大」が抑制され、音楽データ送信装置１及び音楽デー
タ再生装置１１の双方の消費電力の増加が抑制される。
【０１１３】
　尚、第１の符号化及び第２の符号化は、通常パリティ付加によって行われ、夫々の符号
化により送信されるデータのサイズが増大することになる。しかしながら、再送時におい
ては、上記「一部のデータ」が省かれることによりデータサイズが縮小されているためデ
ータサイズに余裕があり、第２の符号化を更に追加しても、さほど問題とはならない。
【０１１４】
　＜＜その他＞＞
　また、上述の第１実施形態及び第２実施形態におけるチャネル検出部２４は、「再送デ
ータ」が何れのチャネルデータから構成されているかを検出すると上述した。しかし、チ
ャネル検出部２４は、単に「再送データ」が幾つのチャネルデータから構成されているか
（チャネル数）を検出するだけでもよい。そして、「再送データ」のうち、実際に再送さ
れたチャネルデータが何であるかを、例えばレベル補正部１９が認知するようにすればよ
い。この場合、再生データが何れのチャネルデータから構成されているかを検出するとい
うチャネル検出手段としての機能は、チャネル検出部２４とレベル補正部１９とが担うこ
とになる。
【０１１５】
　また、第１実施形態及び第２実施形態データのデータの再送時において、何れのチャネ
ルデータが省かれて再送されるかが、予め決まっているならば、その情報を例えばレベル
補正部１９に予め与えておけばよい。その場合は、チャネル検出部２４は上記チャネル数
（或はチャネル数が減少したということ）のみを検出すればよいことになる。この場合、
「再送データ」が何れのチャネルデータから構成されているかを検出するというチャネル
検出手段としての機能は、チャネル検出部２４の検出結果とレベル補正部１９により実現
されるからである。
【０１１６】
　また、「再送データ」が何れのチャネルデータから構成されているかを検出するための
補助データが、「再送データ」には付加されることになるが、この補助データは直接「何
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れのチャネルデータから構成されているか」を示すデータであってもよいし、間接的に「
何れのチャネルデータから構成されているか」を示すデータであってもよい。例えば、「
再送データ」のデータ長を示す補助データを付加して、そのデータ長から「再送データ」
が幾つのチャネルデータから構成されているかをチャネル検出部２４が検出し、実際に再
送されたチャネルデータが何であるかを、レベル補正部１９が認知するようにすればよい
。また、「再送データ」が幾つのチャネルデータから構成されているか（チャネル数）を
示す補助データや「再送データ」のデータ長を示す補助データは、全てのフレームに付加
するようにしてもよいし、チャネル数やデータ長に変更があったときだけ付加するように
してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１７】
　本発明に係る音楽データ通信装置によれば、再生側装置におけるデータのアンダーフロ
ーに起因した音途切れの発生を抑制することができる。また、データの再送に係る消費電
力の増加を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
【図１】本発明に係る音楽データ通信システムの構成を示す図である。
【図２】従来の音楽データ通信システムの構成を示す図である。
【符号の説明】
【０１１９】
　　１　　音楽データ送信装置
　　２　　記録媒体（情報源）
　　３、１５　　データバッファ
　　４　　制御部（第１の制御部）
　　５　　誤り訂正・検出符号化部（第１の誤り訂正・検出符号化手段、第２の誤り訂正
・検出符号化手段）
　　６　　送信部（第１の送信部）
　　７、１３　　切換スイッチ
　　８、１２　　アンテナ
　　９、１４　　受信部
　　１０　　レベル検出部
　　１１　　音楽データ再生装置
　　１６　　受信誤り検知部（第１の誤り訂正・検出手段、第２の誤り訂正・検出手段）
　　１７　　伸長部
　　１８　　制御部（第２の制御部）
　　１９　　レベル補正部
　　２０　　Ｄ／Ａ変換回路
　　２１　　オーディオ回路
　　２２Ｌ、２２Ｒ　　スピーカ
　　２３　　送信部（第２の送信部）
　　２４　　チャネル検出部（チャネル検出手段）
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